
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

吉川友子後援会報 No 11 
  平成 2７年 4 月 

（後援会内部資料） 

発行： 吉川友子後援会   会長   上野昭久 

    幹事長  清水千恵子 

   事務局長 藤井恵 

この会報を読んでみたいというご希望をいただいた方もあり、またこ

れからは送らないでいいというご連絡をいただいた方もありました。

また、宛名の名前が違っているというご指摘もありました。いろいろ

手違いがあり、申し訳ありません。送ってほしいというご希望、これ

からは不要というご連絡、宛先の間違いなど、どうかご連絡いただき

たく、よろしくお願い致します。また、この会報に対してのご意見な

どもいただければ、うれしいです。  

連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300 

友子携帯 090-9003-8116 2013tomoko@gmail.com 

第３子以降の保育料が軽減されます！ 

 今までは同時通園の場合のみ第２子は半額、第３子以降は無料

となっていましたが、４月からは同時通園でなくても第３子以降

は保育料が 6 千円軽減となります！ 子育てしていく上で経済的

な負担は大きく、私の周りでも保育料の軽減は要望が多かったの

で、私も議会の一般質問で取り上げてきましたが、今回子育て世帯

の声が市政に届いたのはうれしいことです。 

例１：保育料が２万円、第１子、第２子が小学生以上の場合、第３

子の保育料は６０００円安くなり、１４０００円になります。 

例２：保育料が２万円、第１子が小学生以上、第２子と第３子が園

児の場合、第２子は２万円、第３子は４千円（２万円の半額－６千

円）となります。 

 延長保育に関しては、今までは通常８時間保育、そして必要なご

家庭は無料で延長保育を使うことができました。４月からは延長

保育が必要ないご家庭は８時間の保育短時間、延長保育が必要な

方は１１時間の保育標準時間と２段階に分かれます。１１時間保

育が今までの保育料と同額となります。そして８時間保育は保育

料が今までより安くなります。１１時間保育の方は実質的に今ま

でと同様に延長保育が利用できます。８時間保育の方は延長保育

を利用した場合３０分７５円の料金がかかりますが、１１時間保

育の保育料を上限としているため、今までより負担が大きくなる

ことはありません。これからも、子育てがしやすくなるよう柔軟な

対応を求めていきたいです。 

 議員定数は 28 名から 26 名へ 

平成２７年度は、望月地区新保育園、新クリーンセンター、温

浴施設、斎場施設などの建設事業を含む予算５０１億が可決され

ました。現在望月と浅科地区で行っている学校給食応援団は臼田

地区へ拡充となります。また、今回は初めての試みとして予算説

明会がありました。自分の所属委員会以外の予算も直接説明を受

け、質問もできることになりました。 

 議員定数問題は２年前から本格的な論議が交わされ、議会内で

の討議やアンケート、市民アンケートも行われました。私自身は

議員になる前、定数は現状の２８人のままでいいと考えていまし

たが、削減に対する賛成の意見や反対の意見も聞き、両方に正当

性もあると思いました。最終的にはアンケートや周りの市民の

方々の意見を聞き、２８名から２６名への、２名削減に賛成しま

した。また市民の方々からは議員の活動が良く見えないという意

見も多かったので、対話など一層の努力をしたいと思います。 

■新会派「新政ネット」に所属 

会派の再編がありました。今まで属していた「市民の風」は県

議選のため１人が辞職し、退会もあり、最終的に２人になりまし

た。そこへ新会派設立の話があり、「新政ネット」が設立されまし

た。もちろん考え方が違うこともありますが、そういった場合は

会派内でとことん話し合う、そして合意できない場合は会派拘束

はしないで、自分の判断で議案等への賛否は決めるということ

で、活動を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は勉強のため、元農林水産

大臣で TPP には反対を貫い

ている山田正彦氏の塾（山田

正彦ろばた塾）に月１回参加

しています。そこではいろい

ろな講師とひざを交えて話

し合い、議論することができ

ます。前々回はテレビにもよ

く出演される浜矩子さん（同

志社大学教授）が来てくださ

り、前回は亀井静香さんが来

てくださいました（友子） 

 

吉川友子応援団（サポーター）を作ります 

ご参加いただけるとうれしいです。 
佐久市議会における吉川友子の活動も、2年が経ちました。みな

さまには後援会報や議会報告会などを通してその活動を見ていた

だき、ご意見もいただきました。一般質問では学校給食の地産地

消、放射能測定、人口減少問題、子育て支援などを取り上げ、また

ＴＰＰや放射能問題で多くの人にこの問題点を知っていただこう

と、講師を招いての講演会開催に尽力しました。 

 しかし、みなさんの声を議会や市政に反映するには、まだまだ不

十分です。地域の要望や意見を出し合い、また個人の意見も出して

いただけるよう、吉川友子議員の応援団（サポーターの集まり）を

つくりたいと話し合いました。 

 応援団では、集まれる人はときどき集まって意見を出し合い、集

まることがむずかしい人はメールや電話などで意見を寄せていた

だき、友子議員の活動がより一層市民のため、地域のためになるよ

う支えていきたいと思います。市への要望や一般質問の内容など

にも多くのサポーターの意見が取り入れられればいいと思いま

す。応援団（サポーター）になってもいいと思われる方は、上野昭

久または吉川友子までご連絡ください。 

   吉川友子後援会長 上野昭久 384-2204 佐久市協和 7333-3 

よろしくお願いします。吉川友子 384-2204 佐久市協和 7820‐3 

電話でのご連絡は右の番号です。 

 



  
 

第
一
回
定
例
議
会
が
２
月
２３
日
か
ら
３
月
２３
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登
壇
し
ま

し
た
。 

■
第
３
子
以
降
の
保
育
料
軽
減
が
実
現
■ 

（
吉
川
）
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
が
５
ヶ
年
計
画
で

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
や

さ
し
い
都
市
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
立
案
さ
れ

ま
し
た
。
前
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
と
く
に
保
育
料

に
関
し
て
は
、
子
ど
も
を
持
つ
親
は
経
済
的
負
担
が
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
第
3
子
以
降
の
保
育
料
を
下

げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
保
育
時
間
が
８
時
間
と
１１
時
間
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
、
保
育
料
も
２
段
階
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

延
長
保
育
の
取
り
扱
い
と
料
金
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し

ょ
う
か
？ 

（
答
）
市
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
１１
時
間
ま
で
の

延
長
保
育
料
無
料
化
を
実
質
的
に
継
続
す
る
こ
と
と
し
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
負
担
で
延
長

保
育
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
き
ま
す
。 

■
一
つ
の
窓
口
で
す
べ
て
が
相
談
で
き
る 

子
育
て
支
援
を
■ 

（
吉
川
）
子
育
て
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
利
用
者
支
援
事
業
」
と
い
う
新
規
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
（
一
つ
の
窓

口
で
す
べ
て
の
相
談

が
で
き
る
）
と
し
て
、

世
田
谷
区
な
ど
で
は

妊
娠
か
ら
子
育
て
ま

で
相
談
に
の
れ
る
体

制
づ
く
り
を
始
め
て

い
ま
す
。
政
府
も
包
括

的
な
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
提
言
し
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
が
第
２
子

以
降
へ
の
出
産
に
つ
な
が
る
と
共
に
、
虐
待
な
ど
の
予

防
に
も
な
り
ま
す
。
新
規
事
業
と
し
て
開
始
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
支
援
事
業
は
、
虐
待
防

止
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
か
。 

（
答
）
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
「
利
用
者
支
援
事
業
」
と
し
て
、
今
年
の

秋
口
ま
で
に
は
開
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
利
用

者
支
援
事
業
は
虐
待
防
止
に
も
効
果
が
あ
る
事
業
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
サ
ン
グ
リ
モ
中
込
を
検
討

し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
佐
久
市
は
広
い
の
で
、
一
か
所
だ
け
で
は
な
く
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
何
か
所
か
に
設
置
し
て
ほ
し
い
で

す
。 

■
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
や
支
援
が
大
切
■ 

（
吉
川
）
地
域
の
子
育
て
力
向
上
に
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
が
楽
し

い
と
思
え
、
母
親
の
ス
ト
レ
ス
解
消
や
虐
待
予
防
の
た

め
に
も
、
母
親
同
士
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。
私
も
子

育
て
サ
ー
ク
ル
に
10
年
在
籍
し
た
の
で
す
が
、
は
じ
め

の
こ
ろ
は
先
輩
マ
マ
た
ち
か
ら
、
子
育
て
の
こ
と
や
保

育
園
・
学
校
情
報
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
結
婚
し
て
佐
久
市
に
来
た
人
や
Ｉ
タ
ー

ン
Ｕ
タ
ー
ン
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
存
在
は
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
本
当
に
大
き
い
の

で
す
。
サ
ー
ク
ル
の
存
在
に
救
わ
れ
た
と
い
う
人
を
私

は
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育

成
・
支
援
事
業
で
は
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
計
画
し

て
い
ま
す
か
。 

（
答
）
地
域
で
活
動
し
て
い
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
対

象
に
登
録
制
で
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
関

連
情
報
の
提
供
、
つ
ど
い
の
広
場
や
児
童
館
の
空
き
時

間
帯
を
活
動
の
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
な
ど
も
実
施

し
ま
す
。 

（
吉
川
）
市
内
３
つ
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
方
た
ち
に

お
会
い
し
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
講
師
を
呼
ん
で
の
勉

強
会
や
料
理
講
習
な
ど
が
で
き
る
よ
う
経
済
的
支
援
、

メ
ン
バ
ー
募
集
の
広
報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

ま
し
た
。
親
子
で
参
加
で
き
る
市
の
施
設
ツ
ア
ー
と
い

う
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
検
討
を
。 

 

■
臨
時
職
員
の
保
育
士
を
順
次
正
規
採
用
し
て
ほ
し
い 

（
吉
川
）
今
回
の
計
画
で
は
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

臨
時
職
員
数
を
２５
年
度
の
１５６
人
か
ら
２９
年
度
に
は
１６５

人
に
増
や
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
正
規
職
員
で

な
く
臨
時
職
員
を
増
や
す
と
い
う
計
画
な
の
で
し
ょ
う

か
。 

（
答
）
近
年
３
歳
児
や
未
満
児
の
保
育
を
必
要
と
す
る

保
護
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
近
年
は
子
ど
も
の

発
達
や
発
育
に
特
別
な
支
援
が
必
要
と
な
る
子
ど
も
の

数
が
増
加
し
て
お
り
、
加
配
保
育
士
が
必
要
と
な
る
場

合
が
増
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
今
の
保
育
士
は
み
な
さ
ん
大
変
な
努
力
を
し

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
担
任
を
持
つ
保
育
士
に
は
そ
れ
に

見
合
っ
た
待
遇
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
臨

時
職
員
の
ま
ま
担
任
を
も
っ
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
が
、

ク
ラ
ス
担
任
は
正
規
職
員
と
し
て
待
遇
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

（
答
）
実
際
に
は
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
が
担
任
を
持
つ

と
い
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
資
格
の
あ
る
保

育
士
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
特
定
健
康
診
断
の
受
診
率
を
上
げ
る
努
力
を
■ 

（
吉
川
）
佐
久
市
に
お
け
る
特
定
健
診
の
受
診
状
況
を

見
て
、
今
後
の
課
題
を
市
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。 

（
答
）
市
で
は
平
成
２６
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は

４５
％
を
達
成
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。
本
年
１
月

末
の
暫
定
値
で
は
２９
％
と
な
っ
て
お
り
、
年
度
末
見
込

み
で
も
目
標
受
診
率
は
達
成
で
き
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
４０
代
、
５０
代
に
健
診
を
受
け
な
い
方

が
多
い
の
で
す
。 

（
吉
川
）
今
回
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
見
て
驚
い
た

こ
と
は
、
特
定
健
診
未
受
診
者
の
一
人
当
た
り
医
療
費

が
受
信
者
に
比
べ
て
１
９
８
２
２
円
も
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

佐
久
市
で
は
生
活
習
慣
病
、 

特
に
東
信
は
多
い
と
さ
れ
る
糖 

尿
病
予
備
軍
の
た
め
の
対
策
は 

ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る 

の
で
し
ょ
う
か
。 

（
答
）
糖
尿
病
の
重
症
化
や
発 

症
の
予
防
の
た
め
に
は
、
毎
年 

定
期
的
に
特
定
健
診
を
受
け
る 

こ
と
で
、
健
康
状
態
を
把
握
し
、 

適
切
な
保
険
指
導
を
受
け
て
い 

た
だ
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
厚
生
労
働
省
で
は
来
年
度
か
ら
、
宿
泊
型
新
保

健
指
導
試
行
事
業
を
始
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
自

治
体
な
ど
が
実
施
主
体
と
な
り
、
糖
尿
病
予
備
軍
等
の

対
象
者
を
集
め
、
宿
泊
し
な
が
ら
栄
養
や
保
健
、
運
動
指

導
を
す
る
と
い
う
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
に
は
地
元
の

宿
泊
施
設
を
使
え
る
の
で
、
地
域
活
性
化
と
い
う
利
点

も
あ
り
ま
す
。
佐
久
市
で
も
実
施
主
体
と
し
て
、
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 
 ■

人
口
減
少
地
域
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
導
入
を 

（
吉
川
）
総
務
省
の
取
り
組
み
で
あ
る
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
人
口
減
少
が
続
く
地
方
へ
地
域
外
か
ら
人
材

を
誘
致
し
、
地
域
力
の
強
化
や
人
材
の
定
住
を
は
か
る

と
い
う
制
度
で
、
２８
年
度
に
は
３
千
人
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
８
割
が
２０
代
、
３０
代

で
任
期
終
了
後
も
約
６
割
が
同
じ
地
域
に
定
住
す
る
そ

う
で
、
全
国
で
も
多
く
の
市
町
村
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
ど
の
く
ら
い
の
自
治
体
が
活
用
し
て
い
ま
す

か
。
ま
た
地
域
か
ら
要
望
や
計
画
が
あ
れ
ば
、
佐
久
市
で

も
ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。 

（
答
）
導
入
状
況
は
長
野
県
で
は
３５
市
町
村
１３５
名
で
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
具
体
化
す
れ
ば
要
項
を
作
っ
て
、

予
算
要
求
に
な
り
ま
す
。
相
談
が
あ
れ
ば
支
所
や
企
画

の
方
へ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
一
緒
に
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
一
回
定
例
議
会
で
一
般
質
問 
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